
アンケート回答企業（社）

高度利用へデータ作成の分業が加速

ＣＯＮＴＥＮＴＳ

電
子
小
黒
板
特
集

　

さ
ら
な
る
進
化
と
活
用

（１） （第三種郵便物認可）第２部 ２０１９年（令和元年）９月３０日　（月曜日）

アイサワ工業
あいはら
青木あすなろ建設
あおみ建設
淺沼組
旭建設（千葉市）
旭建設（宮崎県日向市）
朝日工業社
旭シンクロテック
浅海電気
麻生フオームクリート
足立工業
阿部和工務店
安藤ハザマ
池田暖房工業
石橋建設工業
磯部建設
市川工務店
伊藤組土建
伊藤建設工業
井原工業
イビデングリーンテック
射水建設興業
岩永組
植木組
植村組
上村建設
梅村組
エクシオテック
ＮＤＳ
大木建設
オーク設備工業
大手産業
鳳工業
大西熱学
大之木建設
大林組
大林道路

大本組
大淀開発
小川工業
奥村組
奥村組土木興業
小野組
小原建設
オリエンタル白石
ガイアート
加賀建設
鹿島
鹿島道路
加藤建設
株木建設
株本建設工業
河北建設
川北電気工業
川口土木建築工業
川田建設
川本工業
元旦ビューティ工業
関電工
木内建設
北川ヒューテック
北弘電社
北野建設
九電工
共立建設
旭日電気工業
きんでん
草別組
工藤建設
熊谷組
栗原工業
クリマテック
京王建設
京急建設
京成建設

広成建設
合田工務店
鴻池組
紅梅組
河本工業
コーナン建設
国際建設
駒井ハルテック
小松ウオール工業
五洋建設
斎久工業
坂田建設
櫻井工業
笹嶋工業
佐田建設
佐藤工業（東京都中央区）
佐藤工業（福島市）
三英電業
三機工業
三神工業
サンテック
三東工業社
三位電気
サンユー建設
山陽建設
三和建設
シーエヌ建設
塩浜工業
渋谷建設
島根電工
島村工業
清水建設
常総開発工業
昭電テックス
常磐開発
昭和アステック
昭和建設
白川電気土木

城口研究所
振興電気
新太平洋建設
須賀工業
鈴中工業
鈴与建設
砂原組
住電電業
住友電設
須山建設
静和工業
成和リニューアルワークス
関口工業
仙建工業
船場
創和建設
第一工業
第一設備工業
第一電機工業
大成建設
大成ロテック
ダイダン
太平エンジニアリング
大豊建設
大北土建工業
大有建設
大洋基礎
太洋テクニカ
高松建設
タカヤ
瀧上工業
竹沢建設
竹中工務店
竹中道路
多田建設
タツヲ電気
田中組
田中土建工業

中設エンジ
中電プラント
中部
坪井工業
鉄建建設
テノックス
東亜外業
東亜建設工業
東急建設
東光電気工事
東芝プラントシステム
東鉄工業
東武建設
東邦電気工業
東洋建設
東洋熱工業
道路工業
トーエネック
ＴＯＳＹＳ
ドーピー建設工業
常盤工業
徳倉建設
利光建設工業
戸田建設
戸田道路
飛島建設
中井エンジニアリング
中越興業
中野建設
ナカノフドー建設
中村組
中村建設
那須建設
西日本電気システム
西松建設
西村組
西山電気
日新電機

日特建設
ＮＩＰＰＯ
日本橋梁
日本建設
日本国土開発
日本植生
日本道路
日本土建
沼田建設
野村建設工業
長谷工コーポレーション
ハンシン建設
東日本コンクリート
久本組
廣野組
ファーストコーポレーション
深田サルベージ
福井建設
福井電機
福田組
福浜大一建設
藤木工務店
不二建設
富士建設
フジタ
フジタ道路
二神組
不動テトラ
古川組
北陸電気工事
舗装工業
堀田建設
堀江工業
本荘電気工業
本間組
前田建設
前田道路
真下建設

升川建設
松本建設
丸新志鷹建設
丸彦渡辺建設
丸福建設
丸本組
丸泰土木
三浦組
三木組
美樹工業
水倉組
三井住建道路
三井住友建設
みなと
武蔵野工業
村中建設
名工建設
森本組
盛永組
矢作建設工業
山形建設
ヤマト工業
ユアテック
雄電社
ユーミーコーポレーション
ユニオン建設
吉川組
吉川建設
米沢電気工事
四電工
ライト工業
琉球開発
りんかい日産建設
林工組
六興電気
和久田建設
渡辺建設
和同建設

社の分業化への関心

社の導入状況

◇電子小黒板導入状況調査　　　　　　
◇分業化の実例紹介　　　　　　　　　　　
　大成建設　川口土木建築工業

◇発注者の取り組み　　　　　　　　　　
　国土交通省技術調査課　国土交通省営繕部
　首都高速道路会社　　　国土交通省住宅局

　建設業界は、人手不足による労務逼迫や残業時間の上限規制に対応するため、現場の働き方改革を強力に推し進める必要がある。その中で期
待されるのが、ＩＣＴを活用した生産性向上だ。電子小黒板は低コストですぐに効果を出せるｉConstructionの入門ツールとして、年
２月に国土交通省が直轄工事で認可して以降、急速に広がっている。撮影整理納品の一連の業務効率化に加え、最近は黒板データの作成と
撮影の〝分業化〟をはじめとした「高度利用」の取り組みも始まっている。日刊建設通信新聞社は、昨年に続いて２回目の建設業・設備業工事
業の導入状況調査を行い、有効回答を得た社のデータを分析した。施工者の導入状況や分業化の最新情勢を探るとともに、国交省などイン
フラ発注者の施策、地域建設業と大手ゼネコンの分業化の事例を紹介し、電子小黒板のさらなる進化と活用を展望する。

　　＊グラフは回答企業のみで算出した
　　　数値に基づいています



導入企業が昨年を上回る


社
が
分
業
に
関
心
示
す

全
体
の

％
が
全
面
展
開

社が回答

発注者も普及に本腰
回答企業全体

７割社が導入
グラフ①⑧

導入状況調査
（２）（第三種郵便物認可） 第２部２０１９年（令和元年）９月３０日　（月曜日）

　
日
刊
建
設
通
信
新
聞
社
は

建
設
業
と
設
備
工
事
業
の
１
０
３
１
社
を
対
象
に
電
子
小
黒
板
の
導
入
状
況
調
査
を
実
施
し

た

２
０
１
８
年
７
月
に
続
き
２
回
目
の
調
査
と
な
る

８
月
１
日
｜

日
に
ア
ン
ケ

ト
し
た
結
果

建
設
業
が
２
０
０

社

設
備
工
事
業
が

社

合
計
２
６
６
社
か
ら
有
効
回
答
を
得
た

導
入
企
業
は

％
に
当
た
る
１
８
５
社
と
な
り

昨

年
の

％
か
ら
さ
ら
に
普
及
が
進
ん
で
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

た

今
回
の
調
査
で
は

電
子
小
黒
板
の
高
度
利
用
を

進
め
る
新
た
な
動
き
と
し
て

デ

タ
作
成
と
現
場
利
用
の

分
業
化

に
も
着
目

大
手
ゼ
ネ
コ
ン
の
３
割
が
取
り
組
み

を
進
め
て
お
り

全
体
の

％
に
当
た
る

社
が
関
心
を
示
し
て
い
る

大
手
ゼ
ネ
コ
ン

地
域
建
設
業

道
路
会
社

マ

リ
コ
ン

橋
梁

設
備
の
各
分
野
ご
と
に
最
新
の
導
入
状
況
を
紹
介
す
る


　
電
子
小
黒
板
は

国
土
交
通
省
が
２
０

１
７
年
２
月
に
解
禁
し
て
か
ら
３
年
目
を

迎
え
た

国
交
省
が
進
め
る
ｉ
｜
Ｃ
ｏ
ｎ

ｓ
ｔ
ｒ
ｕ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
の
中
で
も
コ
ス
ト

や
操
作
性
の
面
で
比
較
的
導
入
し
や
す

く

全
国
の
地
方
自
治
体
な
ど
イ
ン
フ
ラ

発
注
機
関
で
利
用
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
か

ら


入
門
的
ツ

ル

と
し
て
急
速
に

普
及
が
進
ん
で
い
る

昨
年
実
施
し
た
ア

ン
ケ

ト
調
査
で
も

回
答
企
業
２
３
７

社
の
う
ち
１
０
０
社
に
当
た
る

％
が
導

入
済
み
の
状
況
だ

た


　

年
度
に

ｉ
｜
Ｃ
ｏ
ｎ
ｓ
ｔ
ｒ
ｕ
ｃ

ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
貫
徹

を
打
ち
出
し
た
国
交
省

は

営
繕
部
が
直
轄
工
事
で
電
子
小
黒
板

の
原
則
利
用
を
促
す
な
ど

発
注
者
側
も

本
腰
を
入
れ
て
普
及
を
進
め
て
い
る

施

工
者
側
も

小
黒
板
デ

タ
を
利
用
し
た

撮
影
と

自
動
仕
分
け
機
能
に
よ
る
写
真

管
理
の
効
率
化
に
効
果
を
感
じ
て
い
る


さ
ら
に

電
子
小
黒
板
の
技
術
や
ノ
ウ
ハ

ウ
の
蓄
積
が
進
ん
だ
こ
と
で

黒
板
デ


タ
の
作
成
や
管
理
を
現
場
の
作
業
所
か
ら

切
り
離
し

専
門
部
署
や
人
材
に
集
約
す

る
分
業
化
な
ど
さ
ら
な
る
効
率
化
に

向
け
た
高
度
利
用
も
進
め
ら
れ
て
い
る


深
刻
な
人
手
不
足
や


年
か
ら
始
ま
る

残
業
時
間
上
限
規
制
の
対
応
な
ど

働
き

方
改
革
に
対
す
る
電
子
小
黒
板
へ
の
期
待

は
高
ま

て
い
る
状
況
だ


　
そ
の
た
め

今
回
の
調
査
で
は

昨
年

実
施
し
た
ア
ン
ケ

ト
調
査
の
項
目
︵
▽

導
入
可
否
▽
導
入
分
野
▽
導
入
状
況
▽
導

入
メ
リ

ト
▽
業
務
短
縮
時
間
︶に
加
え


分
業
の
度
合
い
を
把
握
す
る
﹁
活
用
レ
ベ

ル
﹂
を
追
加
し
た

合
わ
せ
て
分
業
化
に

対
す
る
関
心
の
有
無
と

分
業
す
る
際
に

想
定
さ
れ
る
取
り
組
み
内
容
に
つ
い
て
も

▽
電
子
小
黒
板
担
当
者
の
配
置
▽
専
門
部

署
の
設
置
▽
ア
ウ
ト
ソ

シ
ン
グ
︵
ベ
ン

ダ


人
材
派
遣
会
社
︶
▽
そ
の
他
｜
｜

の
４
項
目
で
質
問
し
た


　
回
答
企
業
全
体
の
導
入
状
況
は

２
６

６
社
の
う
ち

％
の
１
８
５
社
が
導
入
済

み
と
な
り

検
討
中
は

％
の

社

未

導
入
は

％
の

社
と
な

た

導
入
分

野
は
建
築

社

土
木
１
１
９
社

設
備


社
と
な

て
い
る

導
入
企
業
の
う
ち

試
行
段
階
に
あ
る
の
は

社
で

支
店
や

部
署
な
ど
特
定
範
囲
で
導
入
し
て
い
る
の

は

社

﹁
全
面
展
開
﹂
し
て
い
る
の
は


社
と
な

た

全
面
展
開
し
て
い
る
企

業
は
昨
年
度
は
全
体
の

％
だ

た
が


今
回
は


増
加
の

％
に
上
昇
し
た
の

が
特
徴
と
い
え
る


　
分
業
に
つ
い
て
の
質
問
は

電
子
小
黒

板
の
活
用
レ
ベ
ル
を
①
黒
板
デ

タ
作
成

と
撮
影
の
み
②
黒
板
デ

タ
の
作
成
と


撮
影
し
た
工
事
写
真
の
自
動
仕
分
け
に
よ

る
整
理
③
写
真
の
自
動
整
理
と
成
果
品
出

力
な
ど
を
本
社
・
支
店
が
ま
と
め
て
実
施

︵
デ

タ
管
理
と
撮
影
の
分
業
化
︶
④
写

真
の
自
動
整
理
と
成
果
品
出
力
な
ど
を
ア

ウ
ト
ソ

シ
ン
グ
︵
同
︶
の
４
段
階
に
分

け
た

①
②
は
従
来
の
活
用
法

③
④
は

分
業
化
に
つ
い
て
の
項
目
と
な
る


　
結
果
は

初
期
段
階
に
当
た
る
①
が
８

％
の

社

②
が
最
も
多
い
１
３
９
社



％
と
な

て
い
る
③
は
３
％
の
８
社


④
は
４
％
の

社
と
な

た


　
一
方
で
全
体
の

％
に
当
た
る

社
が

分
業
化
に
﹁
関
心
が
あ
る
﹂
と
回
答
し


﹁
関
心
が
な
い
﹂と
す
る

社
を
上
回
り


注
目
度
の
高
さ
が
浮
き
彫
り
に
な

た


関
心
の
あ
る
企
業
の
う
ち

最
も
多
い


社
が
﹁
電
子
小
黒
板
担
当
者
の
配
置
﹂



社
が
﹁
ア
ウ
ト
ソ

シ
ン
グ
﹂


社

が
﹁
専
門
部
署
の
設
置
﹂
を
分
業
化
の
取

り
組
み
と
し
て
想
定
し
て
い
る


　
導
入
メ
リ

ト
と
し
て
は

２
６
６
社

の
う
ち


％
に
当
た
る
１
６
３
社
が

﹁
写
真
時
間
整
理
時
間
の
短
縮
﹂
に
効
果

を
感
じ
て
お
り

他
の
項
目
を
大
き
く
引

き
離
し
た

１
２
１
社
が
﹁
残
業
時
間
の

短
縮
﹂
社
が﹁
撮
影
時
間
の
短
縮
﹂


社
が
﹁
撮
影
人
工
の
削
減
﹂
を
評
価
し

て
い
る


　
電
子
小
黒
板
の
活
用
に
よ
る
１
日
当
た

り
の
工
事
黒
板
業
務
の
短
縮
時
間
は


﹁
撮
影
﹂
と
﹁
写
真
管
理
﹂
の
２
つ
に
分

け
て
質
問
し
た


　
撮
影
の
短
縮
時
間
は
﹁
０
・
５
時
間
﹂

が
最
も
多
い
１
０
６
社

﹁
１
時
間
﹂
は


社

﹁
１
・
５
時
間
﹂
は

社

﹁
２

時
間
以
上
﹂
は
６
社
と
続
く


　
写
真
整
理
の
短
縮
時
間
は
﹁
０
・
５
時

間
﹂
が

社
で

最
も
多
い
の
が
﹁
１
・

０
時
間
﹂
の

社
だ

た

﹁
１
・
５
時

間
﹂
が

社

﹁
２
時
間
以
上
﹂
は

社

あ
り

一
定
数
の
企
業
が

電
子
小
黒
板

で
撮
影
し
た
写
真
の
自
動
仕
分
け
機
能


で
大
き
な
時
短
効
果
を
あ
げ
て
い
る
こ
と

が
分
か

た

特
に
写
真
整
理
は

撮
影

以
上
に
大
き
な
時
短
効
果
を
得
て
い
る
こ

と
が
鮮
明
に
な

た


　
建
設
業
２
０
０
社
に
焦
点
を
当
て
る

と

電
子
小
黒
板
を
導
入
し
て
い
る
の
が

１
４
９
社


社
が
検
討
中
で
あ
り

合

計
１
７
１
社
と
な
る

％
が
導
入
に
向
け

て
検
討
し
て
い
る
状
況
が
浮
き
彫
り
に
な


た

未
導
入
は

社
に
と
ど
ま
る


　
１
４
９
社
の
う
ち

試
行
段
階
に
あ
る

の
が

社

支
店

部
署
な
ど
特
定
範
囲

で
展
開
し
て
い
る
の
が

社

全
面
展
開

し
て
い
る
の
は

社
と
な
る


　
活
用
方
法
と
し
て
最
も
多
い
の
が

電

子
小
黒
板
に
よ
る
撮
影
と

撮
影
し
た
自

動
仕
分
け
機
能
を
組
み
合
わ
せ
た
整
理
の

活
用
で
１
１
９
社
が
取
り
組
ん
で
い
る


﹁
分
業
﹂に
は

社
が
取
り
組
ん
で
い
る


撮
影
の
み
の
活
用
は
９
社
に
と
ど
ま


た


　
﹁
分
業
﹂
に
関
心
の
あ
る
企
業
は

社

で

﹁
な
い
﹂
と
答
え
た

社
を
上
回


て
い
る

関
心
の
あ
る
取
り
組
み
は

電

子
小
黒
板
担
当
者
の
配
置
と
ア
ウ
ト
ソ


シ
ン
グ
が
と
も
に

社

専
門
部
署
の
設

置
が

社
で

そ
の
他
が
２
社
だ

た


　
導
入
メ
リ

ト
と
し
て
最
も
多
い
の

は
写
真
整
理
時
間
の
短
縮
で
１
３
０
社


残
業
時
間
の
短
縮
が

社

撮
影
人
工
の

削
減
が

社

撮
影
時
間
の
短
縮
が

社

と
続
い
た


　
業
務
の
短
縮
時
間
は

撮
影
は
０
・
５

時
間
が

社

１
・
０
時
間
が

社

１

・
５
時
間
が

社
２
時
間
以
上
が
６
社


写
真
整
理
で
は

０
・
５
時
間
が

社


１
・
０
時
間
が
最
も
多
い

社

１
・
５

時
間
が
９
社

２
時
間
以
上
は

社
で


建
設
分
野
で
大
き
な
成
果
を
上
げ
て
い
る

こ
と
が
分
か
る


社の分業化で想定する取り組み（グラフ⑤） 建設業社の導入状況（グラフ⑥） 建設業社の分業化への関心（グラフ⑦） 建設業社の分業化で想定する取り組み（グラフ⑧）

社の導入段階（グラフ①） 社の活用レベル（グラフ②） 社の撮影の短縮時間（グラフ③） 社の写真整理の短縮時間（グラフ④）



大手３割が分業化　時間短縮で成果
発
注
者
の
導
入
統
一
化
求
む
声
も

大
手
ゼ
ネ
コ
ン
が
高
度
利
用
け
ん
引

全国ゼネコン

半数以上が全面展開

グラフ⑨⑫

地域建設業

導入企業㌽増％

グラフ⑬⑯

（３） （第三種郵便物認可）第２部 ２０１９年（令和元年）９月３０日　（月曜日）

　
国
土
交
通
省
が
電
子
小
黒
板
を
認
可
し
て
３
年
目
に
入
り

大
手
ゼ
ネ
コ
ン
と
地
域
建
設
業
の
双
方
で
利
用
が
加
速
し

て
い
る

大
手
ゼ
ネ
コ
ン
は

３
割
の
企
業
が
電
子
小
黒
板
の

分
業
化

を
進
め
て
お
り

業
務
時
間
の
短
縮
に
着
実

に
成
果
を
あ
げ
て
い
る

分
業
し
て
い
な
い
企
業
で
も
関
心
は
高
く

今
後
も
大
手
が
電
子
小
黒
板
の
高
度
利
用
を
リ


ド
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る

一
方
で
地
域
建
設
業
も
導
入
企
業
が
７
割
を
超
え

一
般
化
の
動
き
が
大
き
く
進
ん
で
い

る

大
手
と
地
域
建
設
業
の
最
新
の
利
用
状
況
を
紹
介
す
る


　
全
国
展
開
す
る
大
手

準
大
手

中
堅

ク
ラ
ス
の
ゼ
ネ
コ
ン

社
が
回
答
し
た


こ
の
う
ち

社
が
電
子
小
黒
板
を
導
入
済

み
で

１
社
が
検
討
中
の
状
況
だ

導
入

分
野
は
建
築

社

土
木

社

設
備
３

社

導
入
企
業
の
う
ち

試
行
段
階
は
１

社
に
と
ど
ま
り

支
店
や
部
署
な
ど
特
定

範
囲
で
展
開
し
て
い
る
企
業
が

社

半

数
以
上
の

社
が
全
面
展
開
し
て
い
る
状

況
に
あ
る

全
面
展
開
し
て
い
る
企
業
の

比
率
は

昨
年
の

％
か
ら

％
に
上
昇

し
た


　
活
用
レ
ベ
ル
で
は

①
の
黒
板
デ

タ

の
作
成
と
撮
影
の
み
に
と
ど
ま
る
企
業
は

１
社
だ
け
と
な
り

②
の
撮
影
と
自
動
仕

分
け
に
よ
る
写
真
整
理
を
組
み
合
わ
せ
て

活
用
し
て
い
る
企
業
が

社
と
な

た


③
の
写
真
の
自
動
整
理
と
成
果
品
出
力
を

本
社
・
支
店
が
ま
と
め
て
実
施
︵
デ

タ

管
理
と
撮
影
の
分
業
化
︶
し
て
い
る
の
は

３
社
あ
り

④
の
写
真
の
自
動
整
理
と
成

果
品
出
力
の
ア
ウ
ト
ソ

シ
ン
グ
に
は
７

社
が
取
り
組
ん
で
い
る


　
③
④
の
分
業
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
企

業
は

社
と
な
り

﹁
電
子
小
黒
板
作
成

と
写
真
整
理
を
ア
ウ
ト
ソ

シ
ン
グ
し
て

い
る
﹂
﹁
配
筋
リ
ス
ト
の
切
り
出
し
を
ア

ウ
ト
ソ

シ
ン
グ
し
て
い
る
﹂
﹁
写
真
を

自
動
整
理
す
る
た
め
の

箱

を
ア
ウ
ト

ソ

シ
ン
グ
し
て
い
る
﹂
と
具
体
例
を
あ

げ
る


　
分
業
化
に
対
す
る
関
心
は

社
が
﹁
あ

る
﹂
と
し

﹁
な
い
﹂
と
回
答
し
た
の
は

２
社
だ

た
関
心
の
あ
る
企
業
の
う
ち


想
定
す
る
取
り
組
み
と
し
て
最
も
多
か


た
の
が﹁
ア
ウ
ト
ソ

シ
ン
グ
﹂の

社


続
い
て
﹁
専
門
部
署
の
設
置
﹂
が
４
社


﹁
電
子
小
黒
板
担
当
者
の
配
置
﹂
に
は
１

社
が
関
心
を
寄
せ
て
い
る


　
電
子
小
黒
板
の
活
用
で
メ
リ

ト
を
感

じ
て
い
る
機
能
と
し
て
は


社
す
べ
て

が
写
真
整
理
時
間
の
短
縮
を
あ
げ
る

ま

た
撮
影
人
工
の
削
減
を

社

撮
影
時
間

短
縮
を

社
が
評
価
し

そ
の
結
果
と
し

て

社
が
残
業
時
間
の
短
縮
効
果
が
あ
る

と
し
た

安
全
の
向
上
は

社

休
暇
の

増
加
は
３
社
と
な

た


　
業
務
の
短
縮
時
間
に
つ
い
て
は

撮
影

は
０
・
５
時
間
が

社

１
・
０
時
間
が

５
社

１
・
５
時
間
が
４
社

２
時
間
以

上
が
２
社
と
な

た

写
真
整
理
は
０
・

５
時
間
が
７
社

１
・
０
時
間
が
最
も
多

い

社

１
・
５
時
間
が
１
社

２
時
間

以
上
は
６
社
と
な

た


　
分
業
化
に
取
り
組
ん
で
い
る

社
に
限

定
し
て
時
間
短
縮
効
果
を
見
る
と

撮
影

は
０
・
５
時
間
が
６
社

１
・
０
時
間
が

２
社

２
時
間
以
上
が
２
社

整
理
は
０

・
５
時
間
が
２
社
１
・
０
時
間
が
３
社


１
・
５
時
間
が
１
社

２
時
間
以
上
が
５

社
と
な

た


　
特
に
写
真
整
理
で
は


社
の
う
ち
１

社
が
１
・
５
時
間

５
社
が
２
時
間
以
上

の
時
間
短
縮
効
果
を
得
て
い
る

既
に

﹁
分
業
﹂
に
取
り
組
ん
で
い
る
企
業
の
６

割
が
１
日
当
た
り
１
・
５
時
間
以
上
と
い

う
大
き
な
時
間
短
縮
を
実
現
し
て
お
り


従
来
の
利
用
法
を
上
回
る
効
果
を
得
て
い

る
こ
と
が
理
解
で
き
る
結
果
と
な

た


　
地
域
建
設
業
に
目
を
向
け
る
と

回
答

し
た
１
３
９
社
の
う
ち

昨
年
の

％
を

上
回
る

％
の
１
０
０
社
が

既
に
電
子

小
黒
板
を
導
入
し
て
い
る

検
討
中
は


社
で

未
導
入
は

社
だ

た

１
年
の

間
に
導
入
企
業
の
割
合
が


上
昇
し
た

こ
と
に
な
る

導
入
分
野
の
内
訳
は

土

木
が

社

建
築
が

社

１
社
が
設
備

で
も
取
り
組
ん
で
い
る


　
こ
の
う
ち
試
行
段
階
に
あ
る
の
が

社

で


社
が
支
店
や
部
署
な
ど
特
定
分
野

で
導
入
し
て
い
る

試
行
と
同
じ
企
業
数

の

社
が
﹁
全
面
展
開
﹂
し
て
い
る


　
活
用
レ
ベ
ル
で
見
る
と

①
の
黒
板
デ


タ
の
作
成
と
撮
影
の
み
が
６
社

②
の

撮
影
と
整
理
に
活
用
し
て
い
る
の
が


社

③
の
本
社
や
支
店
が
ま
と
め
て
実
施

し
て
い
る
の
は
１
社

④
の
ア
ウ
ト
ソ


シ
ン
グ
は
３
社
だ

た


　
﹁
分
業
化
﹂
に
関
心
が
﹁
あ
る
﹂
の
は


社

﹁
な
い
﹂
は

社
と
な
り

大
手

と
は
関
心
度
が
逆
転
し
て
い
る


　
関
心
が
あ
る
企
業
の
う
ち

最
も
多
い

の
が
﹁
電
子
小
黒
板
担
当
者
の
配
置
﹂
で

あ
り


社
と
他
を
引
き
離
し
て
多
か


た

ア
ウ
ト
ソ

シ
ン
グ
が
９
社

専
門

部
署
の
設
置
が
８
社
と
続
く

そ
の
ほ
か

１
社
が
﹁
会
社
に
い
る
も
の
が
ク
ラ
ウ
ド

で
写
真
整
理
を
行
う
﹂
と
回
答
し
た

ア

ウ
ト
ソ

シ
ン
グ
や
専
門
部
署
の
設
置
な

ど
コ
ス
ト
が
か
か
る
取
り
組
み
よ
り

担

当
者
レ
ベ
ル
の
分
業
化
に
関
心
が
高
い
こ

と
が
分
か

た


　
導
入
メ
リ

ト
は

写
真
整
理
時
間
の

短
縮
が

社
残
業
時
間
の
短
縮
が

社


撮
影
人
工
の
削
減
が

社

撮
影
時
間
の

短
縮
が

社

安
全
の
向
上
が

社

休

暇
の
増
加
が
９
社
と
な

た


　
業
務
の
短
縮
時
間
は

撮
影
に
つ
い
て

は

０
・
５
時
間
が

社

１
・
０
時
間

は

社

１
・
５
時
間
が
５
社

２
時
間

以
上
が
４
社
だ

た


　
写
真
整
理
は

０
・
５
時
間
が

社


１
・
０
時
間
が

社

１
・
５
時
間
は
５

社

２
時
間
以
上
が

社
と
な

た

撮

影
に
比
べ
て
写
真
整
理
の
時
間
短
縮
に
大

き
な
効
果
を
得
て
い
る
こ
と
が
分
か
る


　
導
入
す
る
こ
と
で
﹁
国
交
省
の
新
技
術

活
用
の
評
価
点
向
上
に
つ
な
が
る
﹂
と
メ

リ

ト
を
あ
げ
る
企
業
も
あ
る

国
や
地

方
自
治
体
の
工
事
に
限
定
し
て
電
子
小
黒

板
を
導
入
し
て
い
る
企
業
も
多
く
見
ら
れ

る
中

さ
ら
に
利
便
性
を
高
め
る
に
は

﹁
発
注
者
側
の
電
子
小
黒
板
導
入
の
統
一

化
﹂
を
求
め
る
声
も
あ

た


　
ま
た

﹁
試
行
段
階
か
ら
全
面
展
開
に

移
行
中
﹂
の
企
業
が
あ
る
一
方
で

﹁
ト


タ
ル
で
作
業
時
間
が
多
く
な

た
﹂

﹁
あ
ま
り
メ
リ

ト
を
感
じ
ら
れ
な
い
﹂

﹁
撮
影
時
間

写
真
整
理
時
間
が
増
加
し

た
﹂
と
考
え
る
企
業
も
あ
り

高
度
利
用

が
進
む
中
で
も
依
然
と
し
て
初
期
段
階
の

導
入
に
課
題
を
見
る
こ
と
が
で
き
る


地域建設業の導入状況（グラフ⑬） 地域建設業の活用レベル（グラフ⑭） 地域建設業の分業化への関心（グラフ⑮） 地域建設業の分業化で想定する取り組み（グラフ⑯）

全国ゼネコンの導入状況（グラフ⑨） 全国ゼネコンの活用レベル（グラフ⑩） 全国ゼネコンの分業化への関心（グラフ⑪） 全国ゼネコンの分業化で想定する取り組み（グラフ⑫）



設備は大手中心に導入が加速
道路会社

割が導入に前向き

グラフ⑰

マリコン

半数以上が全面展開
グラフ⑱

橋梁建設

６社が導入済み
グラフ⑲

設　備

％社が導入済み

グラフ

グラフ⑳

１
社
が
全
面
展
開

そ
の
他
専
門
工
事
業

導入状況調査
（４）（第三種郵便物認可） 第２部２０１９年（令和元年）９月３０日　（月曜日）

大手設備工事業の導入状況（グラフ）

設備工事業の導入段階（グラフ）

設備工事業の活用レベル（グラフ）

設備工事業の分業化への関心（グラフ）

設備工事業の分業化で想定する取り組み（グラフ）

道路会社の導入状況（グラフ⑰）

マリコンの導入状況（グラフ⑱）

橋梁関連の導入状況（グラフ⑲）

その他専門工事の導入状況（グラフ⑳）

設備工事業の導入状況（グラフ）

　
道
路
会
社

マ
リ
コ
ン

橋
梁
関
連

各
専
門
工
事
な
ど
の
建
設
業
を
対
象
し

た
調
査
で
も

前
年
を
上
回
る
ペ

ス
で
電
子
小
黒
板
の
普
及
が
進
ん
で
い
る
こ

と
が
分
か

て
い
る

例
え
ば

社
が
回
答
し
た
道
路
会
社
は
検
討
中
を
含
め
て

す
べ
て
の
企
業
が
導
入
に
前
向
き
な
姿
勢
を
示
す

導
入
し
た
７
社
の
う
ち
２
社

が
分
業
化
し
て
い
る
マ
リ
コ
ン
な
ど
高
度
利
用
の
比
率
が
高
い
業
種
も
あ
る

電

気

空
調

給
排
水
衛
生
な
ど
の
設
備
工
事
会
社
は

社
が
回
答
し

昨
年
に
比

べ
て
導
入
割
合
が
飛
躍
的
に
増
え

大
手
を
中
心
に
導
入
が
加
速
し
て
い
る
様
子

が
浮
き
彫
り
に
な

た

業
種
別
導
入
状
況
を
紹
介
す
る


　
道
路
会
社
は
回
答
し
た

社
の
う
ち


社
が
導
入
し

２
社
が
検
討
中
で
あ
り


全
社
が
電
子
小
黒
板
に
前
向
き
の
姿
勢
を

示
し
て
い
る

昨
年
の
調
査
時
点
で
導
入

し
て
い
た
の
が

％
の
３
社
で
あ
る
こ
と

を
考
え
る
と

こ
の
１
年
で
大
幅
に
導
入

が
進
ん
だ
と
い
う
こ
と
が
で
き
る

導
入

し
た

社
の
う
ち

試
行
段
階
の
企
業
は

な
く

８
社
が
支
店
や
部
署
な
ど
特
定
範

囲
で
導
入
を
進
め
て
い
る

１
社
が
全
面

展
開
し
て
い
る


　
ま
た

具
体
的
な
導
入
現
場
と
し
て


﹁
国
土
交
通
省
の
発
注
業
務
の
う
ち

元

請
け
で
受
注
す
る
業
務
に
利
用
し
て
い

る
﹂
と
い
う
企
業
も
あ
る


　
導
入
し
た
企
業
の
う
ち

１
社
が
ア
ウ

ト
ソ

シ
ン
グ
に
よ
る
分
業
化
に
取
り
組

ん
で
い
る

こ
の
企
業
は
想
定
で
き
る
取

り
組
み
に

﹁
作
業
全
般
に
か
か
わ
る
支

援
部
門
の
設
置
﹂
も
あ
げ
て
い
る


　
分
業
化
に
つ
い
て
は
５
社
が
関
心
が

﹁
あ
る
﹂
と
回
答
し

﹁
な
い
﹂
と
回
答

し
た
４
社
を
上
回

て
い
る

関
心
が
あ

る
企
業
の
う
ち
分
業
化
の
取
り
組
み
と
し

て
４
社
が
﹁
ア
ウ
ト
ソ

シ
ン
グ
﹂
を
想

定
し
て
い
た


　
電
子
小
黒
板
導
入
の
メ
リ

ト
で
は


最
も
多
い

社
が
写
真
整
理
時
間
の
短
縮

を
評
価
し
て
お
り

続
い
て
残
業
時
間
の

短
縮
を
６
社
撮
影
時
間
の
短
縮
を
５
社


撮
影
人
工
の
削
減
を
４
社

安
全
の
向
上

と
休
暇
の
増
加
が
と
も
に
１
社
が
評
価
し

て
い
る


　
１
日
の
業
務
の
短
縮
時
間
で
は

撮
影

時
間
に
つ
い
て
は
５
社
が
０
・
５
時
間


３
社
が
１
・
０
時
間
を
短
縮
で
き
る
と
し

た


　
写
真
整
理
の
削
減
時
間
の
回
答
で
は


０
・
５
時
間
と
１
・
０
時
間
が
と
も
に
４

社
あ
り

１
・
５
時
間
は
２
社
だ

た


昨
年
の
調
査
で
は

最
も
時
間
短
縮
で
き

た
の
は
１
・
０
時
間
だ

た

今
年
度
は

短
縮
で
き
る
時
間
が
伸
び
て
お
り

ツ


ル
を
よ
り
有
効
活
用
す
る
企
業
が
増
加
し

て
き
た
と
考
え
ら
れ
る


　
海
洋
土
木
を
中
心
と
す
る
マ
リ
コ
ン
か

ら
は
７
社
が
回
答
し

５
社
が
導
入
済


２
社
が
検
討
中
と
し
た

こ
の
う
ち
半
数

を
超
え
る
４
社
が
全
面
展
開
し
て
お
り


分
業
も
含
め
た
業
務
効
率
化
に
取
り
組
ん

で
い
る

導
入
現
場
の
内
訳
は

建
築
が

２
社

土
木
が
５
社

設
備
が
１
社
だ


た


　
活
用
レ
ベ
ル
を
見
る
と

５
社
の
う
ち

３
社
が
②
の
電
子
小
黒
板
に
よ
る
撮
影
と

自
動
仕
分
け
に
よ
る
写
真
整
理

２
社
が

③
の
本
支
店
と
現
場
の
分
業
化
に
取
り
組

ん
で
い
る


　
電
子
小
黒
板
の
分
業
化
に
は
４
社
が
関

心
を
示
し
て
い
る

そ
の
う
ち

分
業
化

す
る
業
務
と
し
て

１
社
が
電
子
小
黒
板

担
当
者
の
配
置

２
社
が
ア
ウ
ト
ソ

シ

ン
グ
を
想
定
し
て
い
る
と
回
答
し
た


　
ま
た

電
子
小
黒
板
の
導
入
に
よ
り
メ

リ

ト
を
感
じ
て
い
る
項
目
と
し
て
は


５
社
が
写
真
整
理
時
間
の
短
縮

４
社
が

残
業
時
間
の
短
縮

３
社
が
安
全
の
向
上

と
撮
影
時
間
短
縮

２
社
が
撮
影
人
工
の

削
減
１
社
が
休
暇
の
増
加
と
回
答
し
た


　
業
務
の
短
縮
時
間
は

撮
影
業
務
に
関

し
て
３
社
が
０
・
５
時
間

１
社
が
１
・

０
時
間

１
社
が
１
・
５
時
間
を
短
縮
で

き
る
と
し
た

写
真
整
理
に
つ
い
て
は
回

答
し
た
５
社
す
べ
て
が
１
・
０
時
間
の
時

短
効
果
が
あ
る
と
し
て
い
る


　
橋
梁
関
連
の
建
設
業
は
７
社
が
回
答
し

た

そ
の
う
ち
６
社
が
導
入
済
み
で

１

社
が
未
定
と
し
た

導
入
状
況
は
試
行
が

１
社

支
店
や
部
署
な
ど
特
定
範
囲
で
導

入
し
て
い
る
の
が
４
社

全
面
展
開
が
１

社
と
な
る

活
用
レ
ベ
ル
は
①
黒
板
デ


タ
の
作
成
と
撮
影
の
み
が
１
社

②
の
黒

板
デ

タ
の
作
成
と
撮
影

自
動
整
理
に

は
５
社
が
取
り
組
ん
で
い
る
と
回
答
し

た


　
電
子
小
黒
板
業
務
の
分
業
化
に
つ
い
て

は
４
社
が
関
心
が
﹁
あ
る
﹂
と
し

２
社

は
﹁
な
い
﹂
と
回
答
し
た

関
心
の
あ
る

企
業
の
う
ち
２
社
は
﹁
電
子
小
黒
板
担
当

者
の
配
置
﹂

１
社
は
﹁
ア
ウ
ト
ソ

シ

ン
グ
﹂
を
想
定
し
て
い
る


　
電
子
小
黒
板
の
導
入
メ
リ

ト
に
は


写
真
整
理
時
間
の
短
縮
が
５
社

撮
影
時

間
の
短
縮
が
４
社

撮
影
人
工
の
削
減
と

安
全
の
向
上

残
業
時
間
短
縮
は
い
ず
れ

も
２
社
が
評
価
し
て
い
る


　
業
務
の
時
間
短
縮
時
間
を
見
る
と

撮

影
は
５
社
が
０
・
５
時
間
と
回
答
し

写

真
整
理
で
は
３
社
が
０
・
５
時
間

１
社

が
１
・
０
時
間
を
短
縮
す
る
効
果
が
あ
る

と
し
た


　
電
気
空
調
給
排
水
衛
生
な
ど
設
備
工

事
業
の
企
業
か
ら

社
の
回
答
を
得
た


既
に
導
入
し
て
い
る
の
は


％
に
当
た

る

社


％
の

社
は
未
導
入
で



％
の
８
社
が
検
討
中
だ

昨
年
７
月
の
ア

ン
ケ

ト
調
査
で
は
導
入
企
業
が

％
に

と
ど
ま

て
い
た
が

１
年
を
経
て



上
昇
し
た

導
入
企
業
の
う
ち

６
社
は

試
行
段
階
で


社
が
支
店
や
部
署
な
ど

特
定
範
囲
で
導
入
し
て
い
る

そ
の
う
ち


社
が
全
面
展
開
し
て
い
る

全
面
展
開

の
割
合
は

％
で

昨
年
の
４
％
か
ら
大

幅
に
上
昇
し
た


　
電
子
小
黒
板
の
活
用
レ
ベ
ル
別
で
は


①
黒
板
デ

タ
の
作
成
と
撮
影
が

社


②
撮
影
と
写
真
の
自
動
整
理
は

社

③

の
分
業
化
に
は
２
社
が
取
り
組
ん
で
い
る

こ
と
が
分
か

た


　
分
業
化
へ
の
関
心
を
見
る
と
﹁
あ
る
﹂

と
回
答
し
た
の
が

社
で

﹁
な
い
﹂
と

回
答
し
た

社
を
上
回

て
い
る

関
心

の
あ
る
企
業
の
う
ち

分
業
化
で
想
定
し

て
い
る
取
り
組
み
の
中
で
最
も
多
か

た

の
が

﹁
電
子
小
黒
板
担
当
者
の
配
置
﹂

で
９
社
と
な
る
﹁
ア
ウ
ト
ソ

シ
ン
グ
﹂

が
６
社

﹁
専
門
部
署
の
設
置
﹂
が
５
社

と
続
く

ま
た

間
接
部
署
な
ど
の
メ
ン

バ

に
よ
る
﹁
現
場
支
援
チ

ム
﹂
を
設

置
し

現
場
で
使
う
黒
板
デ

タ
な
ど
の

と
り
ま
と
め
を
検
討
し
て
い
る
企
業
も
あ

る


　
電
子
小
黒
板
の
機
能
で
メ
リ

ト
に
感

じ
る
項
目
は
建
設
業
の
企
業
と
同
様
に


﹁
写
真
整
理
時
間
の
短
縮
﹂
が

社
と
最

も
多
い

次
い
で
残
業
時
間
の
短
縮
が


社

撮
影
時
間
の
短
縮
が

社

撮
影
人

工
の
削
減
が

社

残
業
時
間
の
短
縮
と

休
暇
の
増
加
が
と
も
に
６
社
と
な

た


そ
の
ほ
か

具
体
的
な
メ
リ

ト
と
し
て

﹁
写
真
の
精
度
の
向
上

黒
板
の
文
字
の

統
一
﹂
﹁
現
場
移
動
時
に
持
ち
歩
く
道
具

の
縮
小
﹂
な
ど
の
事
例
が
寄
せ
ら
れ
た


一
方
で
﹁
以
前
使
用
し
た
が
業
務
効
率
が

悪
い
﹂
と
回
答
す
る
企
業
も
あ

た


　
従
来
の
ア
ナ
ロ
グ
の
黒
板
に
比
べ
た
１

日
当
た
り
の
業
務
時
間
の
短
縮
に
つ
い
て

は

工
事
写
真
の
撮
影
は
０
・
５
時
間
の

減
少
が

社

１
・
０
時
間
は

社
と
回

答
し
た


　
写
真
整
理
の
業
務
時
間
の
削
減
で
は


０
・
５
時
間
が

社

１
・
０
時
間
が


社

１
・
５
時
間
が
５
社

２
時
間
以
上

が
２
社
と
回
答
し
た


　
ま
た

回
答
し
た
大
手

社
に
限
定
す

る
と

導
入
済
み
は

社

検
討
中
は
１

社

未
導
入
が
１
社
と
な
る

分
業
に
関

心
が
あ
る
と
回
答
し
た

社
と

分
業
化

し
て
い
る
２
社
に
限
定
す
る
と

写
真
整

理
の
業
務
時
間
で
１
・
５
時
間
を
短
縮
し

た
５
社
す
べ
て
が
該
当
す
る

分
業
化
へ

の
意
識
が
高
い
企
業
ほ
ど

ツ

ル
の
有

効
活
用
が
進
ん
で
い
る
実
態
が
浮
き
彫
り

に
な

て
い
る


　
こ
の
ほ
か
地
盤
関
連
や
建
築
の
専
門
工

事
業
６
社
が
回
答
し

１
社
が
導
入

２

社
が
検
討
中

３
社
が
未
定
と
し
た

そ

の
う
ち
１
社
が
全
面
展
開
し
て
い
る

活

用
方
法
は
デ

タ
作
成
と
撮
影
の
み
と
し

た


　
分
業
化
に
関
心
を
示
し
て
い
る
企
業
は

な
く
メ
リ

ト
に
は
撮
影
人
工
の
削
減


写
真
整
理
の
時
間
短
縮

残
業
時
間
の
短

縮
を
あ
げ
た




女性職員が活躍、人手不足に効果

標準フォーマット作成も進む

現
場
サ
ポ

ト
チ

ム
と
連
動
分
業
化
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川口土木建築工業　
営業本部営業管理部
課長代理

望月　陳仁氏

川 口

土 建

データ作成

現場支援室を設け分業体制構築

働
き
方
改
革
実
現
へ
の
有
力
な
ツ

ル

◆
　
　

◆
　

　
◆
　

◆
　
　

◆
　

　
◆
　

◆
　
　

◆
　

　
◆
　

◆
　
　

◆
　

　
◆
　

大成建設東京支店建築部
現場支援室内勤チーム　
課長代理

今村　康太氏

大 成

建 設

写真整理

データの事前作成で５割の効率化

進む電子小黒板業務の分業化 黒板撮影

実例紹介
（５） （第三種郵便物認可）第２部 ２０１９年（令和元年）９月３０日　（月曜日）

　　　　サポートチームで黒板データの作成・
整理を担当する小林さん　　　　　　

図面を確認しながら施工できる

　
埼
玉
県
川
口
市
を
拠
点
に

首
都
圏
で

事
業
展
開
す
る
川
口
土
木
建
築
工
業
は


主
力
の
マ
ン
シ

ン
事
業
の
す
べ
て
に
電

子
小
黒
板
を
導
入
し
て
い
る

現
場
の
事

務
作
業
を
専
門
に
行
う
女
性
の
﹁
サ
ポ


ト
チ

ム
﹂
が
黒
板
デ

タ
を
作
成
し


現
場
の
技
術
職
員
が
撮
影
す
る

分
業
体

制

を
確
立
し

工
事
写
真
業
務
の
効
率

化
に
成
果
を
出
し
て
い
る

同
社
の
電
子

小
黒
板
を
推
進
し
て
い
る
望
月
陳
仁
営
業

本
部
営
業
管
理
部
課
長
代
理
と

サ
ポ


ト
チ

ム
で
黒
板
デ

タ
を
作
成
し
て
い

る
小
林
葉
月
工
事
部
主
任
補
佐
に
ポ
イ
ン

ト
を
聞
い
た


　
同
社
が
電
子
小
黒
板
を
導
入
し
た
の

は

４
年
前
の
２
０
１
５
年
ご
ろ

首
都

圏
に
お
け
る
建
設
工
事
の
需
要
と
建
設
業

界
全
体
の
人
手
不
足
が
加
速
し

現
場
の

省
力
化
と
長
時
間
労
働
の
打
開
が
重
要
な

課
題
と
な

て
い
た

そ
の
た
め

工
事

写
真
管
理
ソ
フ
ト
﹃
蔵
衛
門
御
用
達
﹄
を

利
用
し

工
事
写
真
整
理
に
効
果
を
出
し

て
い
た
の
が
き

か
け
に
な
り

膨
大
な

量
の
工
事
写
真
撮
影
を
効
率
化
す
る
電
子

小
黒
板
の
導
入
に
踏
み
切

た


　
２
つ
の
試
行
現
場
に﹃
蔵
衛
門
Ｐ
ａ
ｄ
﹄

を
導
入
し

機
能
や
コ
ス
ト
を
検
証
し
た

結
果

効
果
を
実
感
し
た
こ
と
か
ら

新

た
な
現
場
が
始
ま
る
た
び
に
導
入
を
進
め

た

現
場
か
ら
も
評
価
さ
れ

今
で
は
す

べ
て
の
マ
ン
シ

ン
現
場
で
電
子
小
黒
板

が
使
わ
れ
て
い
る

望
月
さ
ん
は
﹁
当
時

は
外
注
も
含
め
て
工
事
黒
板

の
撮
影
や
写
真
管
理
を
こ
な

せ
る
人
が
集
ま
ら
な
い
状
況

だ

た

電
子
小
黒
板
は
１

台

万
円
程
度
で
導
入
で

き

人
件
費
に
換
算
す
れ
ば

費
用
対
効
果
は
非
常
に
大
き

か

た
﹂
と
振
り
返
る


　
現
場
は

電
子
小
黒
板
一

択
に
す
る
の
で
な
く

従
来

の
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
と
併
用

し
て
使

て
い
る

﹁
工
事

写
真
に
対
す
る
現
場
の
状
況

に
応
じ
て
使
い
分
け
る
よ
う

に
し
て
い
る

躯
体
工
事
に

蔵
衛
門
Ｐ
ａ
ｄ
を
使
い

工

種
が
多
く
狭
隘
︵
あ
い
︶
な
場
所
で
施
工

す
る
仕
上
げ
工
事
は
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で

撮
影
す
る
な
ど
用
途
に
応
じ
て
使
い
分
け

る
ス
タ
イ
ル
が
主
流
に
な

て
い
る
﹂
と

い
う


　
望
月
さ
ん
は
２
０
１
２
年
に
入
社
し


デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
の
時
代
か
ら
工
事
黒
板

業
務
の
効
率
化
を
図

て
き
た

電
子
小

黒
板
活
用
か
ら
さ
ら
な
る
効
率
化
に
向
け

て
取
り
組
ん
だ
の
が

分
業
化

だ


﹁
残
業
低
減
を
目
的
に
技
術
職
の
仕
事


事
務
職
の
仕
事
に
分
け
る
こ
と
に
し
た


教
育
者
ひ
と
り
が
手
順
を
教
育
す
れ
ば
誰

で
も
取
り
組
め
る
の
で
は
な
い
か
﹂
と
い

う
考
え
か
ら
サ
ポ

ト
チ

ム
が
生
ま
れ

た
と
い
う


　
サ
ポ

ト
チ

ム
に
は
現
在

人
が
在

籍
し

約

現
場
を
担
当
す
る

午
前
中

は
本
社
に
勤
務
し

午
後
は
現
場
に
お
も

む
き

状
況
に
よ
り
１
｜
３
現
場
を
担
当

し
て
い
る

電
子
小
黒
板
の
業
務
は

構

造
図
か
ら
必
要
な
図
面
を
コ
ピ

し
て
抜

き
取
り

定
型
書
式
に
貼
り
付
け
て
黒
板

を
作
成
し
て
い
る

多
い
と
き
は
１
工
区

の
梁
に
１
０
０
種
を
超
え
る
黒
板
を
作
成

す
る

そ
れ
を
使

て
現
場
職
員
に
撮
影

し
て
も
ら
い

撮
影
し
た
写
真
を
蔵
衛
門

御
用
達
で
フ

ル
ダ
に
ま
と
め

る


　
望
月
さ
ん
は
﹁
必
要
に
な


て
か
ら
黒
板
デ

タ
を
つ
く
る

の
で
は
手
書
き
と
変
わ
ら
な

い

事
前
に
作
成
す
る
こ
と
に

意
義
が
あ
る
﹂
と
指
摘
す
る


﹁
躯
体
は
造
る
も
の
が
あ
ら
か

じ
め
柱

梁
と
し
て
構
造
図
に

指
定
さ
れ
て
い
る
た
め

電
子

小
黒
板
デ

タ
を
先
づ
く
り


で
き
る
﹂
と
ポ
イ
ン
ト
を
挙
げ

る

同
社
は
業
務
の
標
準
化
も

推
進
し
て
い
る
た
め

例
え
ば

仕
上
げ
工
事
も
撮
影
項
目
の
大

枠
は
事
前
に
作
成
す
る
こ
と
が

で
き
る

そ
う
し
た
メ
リ

ト

を
生
か
し

黒
板
フ


マ

ト
の
標
準

化
も
進
め
て
い
る

現
場
で
試
行
し
て
お

り

﹁
状
況
に
応
じ
て
ア
レ
ン
ジ
し
な
が

ら
使

て
い
る

ゼ
ロ
か
ら
始
め
る
よ
り

は
る
か
に
効
率
化
で
き
る
﹂
と
明
か
す


　
サ
ポ

ト
チ

ム
に
所
属
す
る
小
林
さ

ん
は
入
社
４
年
目

最
初
か
ら
電
子
小
黒

板
を
活
用
し
て
い
る
世
代
だ

小
林
さ
ん

は
﹁
事
務
職
と
し
て
採
用
さ
れ
て
い
る
た

め

最
初
は
柱
や
梁

て
何
？
と
い
う
レ

ベ
ル
で
作
業
し
て
い
た

４
年
経
つ
と
工

事
の
流
れ
も
把
握
で
き

余
裕
が
出
て
き

た
﹂
と
実
感
す
る

今
の
現
場
は
﹁
蔵
衛

門
Ｐ
ａ
ｄ
お
よ
び
デ
ジ
カ
メ

２
種
類
の

撮
影
ツ

ル
を
使
い
分
け
て
い
る

写
真

整
理
を
す
る
立
場
と
し
て
は

デ
ジ
カ
メ

を
使
用
し
た
場
合
に
比
べ
て
蔵
衛
門
Ｐ
ａ

ｄ
の
方
が
楽
に
な

て
い
る
﹂
と
実
感
す

る


　
望
月
さ
ん
は

今
後
も
効
率
化
を
図
る

に
は
﹁
継
続
が
１
番
大
切
﹂
と
考
え
る


﹁
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
進
め
る
際

シ
ス
テ
ム
の
内

容
や
規
格
は
現
場
よ
り
も
会
社
側
で
決
め

る
こ
と
が
多
い

会
社
の
指
示
を
受
け
て

使
う
現
場
の
社
員
に
と

て
は

シ
ス
テ

ム
が
２
転
３
転
す
る
よ
う
で
は
つ
い
て
い

け
な
く
な
る
﹂
か
ら
だ

現
場
は
１

２

年
の
工
期
が
多
く

会
社
が
導
入
し
て
４

年
経

た
と
は
い
え
職
員
が
経
験
し
た
の

は
多
く
て
２
現
場
程
度

﹁
長
い
目
で
見

て
電
子
小
黒
板
と
い
う
ツ

ル
が
現
場
に

定
着
し

発
展
す
る
に
は
使
う
人
が
つ
い

て
い
け
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
﹂
と
考
え

る


　
そ
の
た
め

教
育
に
力
を
入
れ
る
こ
と

で
各
現
場
の
工
事
写
真
業
務
の
共
通
化


改
善
を
推
進
し
て
い
る

入
社
時
研
修
の

ほ
か

指
導
員
が
日
常
的
に
現
場
を
巡
回

し
現
場
員

事
務
員
へ
の
工
事
写
真
業
務

を
指
導
し
て
い
る


　
サ
ポ

ト
チ

ム
の
仕
組
み
も

立
ち

上
げ
て
１
年
く
ら
い
は
何
を
し
て
も
ら
え

ば
い
い
か
分
か
ら
ず

も
て
あ
ま
す
現
場

も
多
か

た
と
い
う

今
で
は
黒
板
デ


タ
の
作
成
や
記
録

現
場
の
制
作
物
の
整

理
な
ど
業
務
が
定
着
し

望
月
さ
ん
は

﹁
現
場
よ
り
来
現
頻
度
を
多
く
で
き
な
い

か
と
要
望
が
多
く
な

て
い
る

電
子
小

黒
板
の
分
業
化
に
つ
い
て
も
定
着
が
進
ん

で
い
る
た
め

今
後
も
発
展
さ
せ
た
い
﹂

と
意
気
込
む


　
大
成
建
設
東
京
支
店
は

﹁
現
場
支
援

室
﹂
を
設
置
し

建
設
現
場
の
働
き
方
改

革
を
進
め
て
い
る
業
務
の
一
環
と
し
て


現
場
支
援
室
で
電
子
小
黒
板
の
デ

タ
を

作
成
し

作
業
所
で
工
事
写
真
を
撮
影
す

る
と
い
う
分
業
体
制
を
構
築
し
た

今
村

康
太
大
成
建
設
東
京
支
店
建
築
部
現
場
支

援
室
課
長
代
理
は
﹁
２
０
２
４
年
に
建
設

業
に
適
用
さ
れ
る
時
間
外
労
働
の
上
限
規

制
に
対
応
す
る
上
で

電
子
小
黒
板
の
活

用
に
よ
る
時
間
短
縮
は
働
き
方
改
革
の
有

力
な
ツ

ル
に
な
る
﹂
と
位
置
づ
け
る


電
子
小
黒
板
を
高
度
利
用
す
る
分
業
化


の
メ
リ

ト
を
聞
い
た


　
現
場
支
援
室
は

東
京
オ
リ
ン
ピ

ク

・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ク
の
開
催
な
ど
で
都
心

部
の
建
築
プ
ロ
ジ

ク
ト
が
ピ

ク
を
迎

え
る
こ
と
を
予
測
し

２
０
１
７
年
４
月

に
正
式
発
足
し
た

深
刻
な
人
手
不
足
に

よ
る
　

現
場
の
繁
忙
を
乗
り
越
え
る
た
め


支
店
の
内
勤
者
の
一
部
を﹁
現
場
支
援
室
﹂

に
配
属
し

作
業
所
の
支
援
体
制
を
敷
い

た

次
第
に
成
果
が
出
て


年
度
か
ら

は
他
支
店
の
業
務
も
一
部
サ
ポ

ト
す
る

ま
で
発
展
し

首
都
圏
の
現
場
で
蓄
積
し

た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
全
国
の
現
場
に
提
供
し
て

い
る

こ
の
中
で

電
子
小
黒
板
の
分
業

化
も
展
開
し
て
き
て
い
る


　
現
場
支
援
室
を
展
開
す
る
に
当
た
り


今
村
課
長
代
理
は
﹁
本
社
・
支
店
に
よ
る

新
し
い
仕
組
み
や
技
術
の
導
入
は
﹃
押
し

つ
け
﹄
に
な
り
か
ね
な
い

だ
か
ら
こ
そ

作
業
所
の
目
線
で
支
援
す
る
﹂
こ
と
に
重

点
を
置
い
て
き
た

そ
の
結
果

今
で
は

電
子
小
黒
板
デ

タ

新
規
入
場
者
用
の

教
育
動
画

現
場
の
記
録
ツ

ル
な
ど
多

く
の
現
場
が
現
場
支
援
室
の
提
供
す
る
ツ


ル
を
使

て
い
る

﹁
現
場
支
援
室
が

発
信
す
る
も
の
が
認
め
ら
れ

受
け
入
れ

ら
れ
る
よ
う
に
な

て
い
る

こ
の
位
置

付
け
を
大
切
に
し
た
い
﹂
と
手
応
え
を
語

る


　

年
末
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
ソ
フ
ト
の
コ

ス
ト
パ
フ


マ
ン
ス
や
操
作
性
を
検
証

し

現
在
は
﹃
蔵
衛
門
工
事
黒
板
﹄
﹃
蔵

衛
門
コ
ネ
ク
ト
﹄﹃
蔵
衛
門
御
用
達
﹄を
セ


ト
に
し
て
業
務
改
善
を
進
め
て
い
る


導
入
し
た
現
場
は
着
実
に
成
果
を
上
げ
て

い
る
た
め

現
場
支
援
室
が
今
年
度
に
広

め
る
﹃
目
標
ツ

ル
﹄
に
選
び

新
し
い

現
場
に
必
ず
説
明
し
て
い
る

﹁
説
明
し

た
現
場
の
多
く
が
興
味
を
示
し
て
い
る


検
討
中
を
含
め
れ
ば
支
店
全
体
の
約

％

の
現
場
が
導
入
を
予
定
し
て
い
る
﹂
と
明

か
す


　
現
場
支
援
室
に
は

紙
ベ

ス
で
の
工

事
黒
板
デ

タ
の
作
成
を
支
援
し
て
き
た

経
緯
が
あ
る

併
行
し
て
他
ソ
フ
ト
も
試

行
し

黒
板
デ

タ
の
作
成
も
手
掛
け
る

よ
う
に
な

た

﹁
電
子
小
黒
板
は
事
前

準
備
が
重
要
に
な
る
が

現
場
支
援
室
は

作
業
所
の
所
員
の
使
い
勝
手
を
考
慮
し
て

作
成
す
る
こ
と
が
で
き
る

作
業
所
か
ら

は
﹃
手
間
が
減

て
助
か
る
﹄
と
い
う
生

の
声
を
聞
い
て
い
る
﹂
と
分
業
体
制
が
確

立
し
た
経
緯
を
語
る


　
現
場
で
の
工
事
写
真
は
配
筋
写
真
が
最

も
多
く

３
｜
５
割
を
占
め
る
と
い
う


こ
う
し
た
撮
影
の
多
い
業
務
を
中
心
に
黒

板
デ

タ
を
事
前
に
提
供
し
て
い
る


﹁
レ
イ
ア
ウ
ト
や
書
式
を
作
業
所
と
確
認

し

構
造
図
の
柱
や
梁
の
断
面
リ
ス
ト
か

ら
必
要
な
情
報
を
コ
ピ

し
て
黒
板
デ


タ
に
貼
り
付
け
て
い
る

カ

ト
＆
ペ


ス
ト
す
る
こ
と
で
手
書
き
に
よ
る
転
記
ミ

ス
を
防
ぐ
こ
と
も
で
き
る
﹂
と
メ
リ

ト

を
語
る


　
後
方
か
ら
の
支
援
だ
け
で
な
く

担
当

者
は
作
業
所
に
フ

ロ

に
出
向
く
こ
と

も
あ
る

初
め
て
導
入
す
る
作
業
所
が
操

作
で
迷
わ
な
い
よ
う

提
供
す
る
黒
板
デ


タ
の
取
り
込
み
方

タ
ブ
レ

ト
を
使


た
撮
影
方
法

写
真
の
取
り
込
み
方
や

編
集
方
法
な
ど
を
説
明
す
る

﹁
事
前
の

準
備
や
撮
影
の
障
害
を
取
り
除
く
の
も
現

場
支
援
室
の
重
要
な
仕
事
﹂
で
あ
る
こ
と

か
ら

東
京
支
店
に
と
ど
ま
ら
ず

他
支

店
の
現
場
に
も
駆
け
つ
け
る


　
ま
た

デ

タ
の
作
成
を
省
力
化
す
る

た
め

業
務
の
標
準
化
に
も
取
り
組
ん
で

い
る

黒
板
デ

タ
に
関
し
て
は
﹁
現
場

支
援
室
と
し
て
の
電
子
小
黒
板
の
標
準
フ



マ

ト
を
作
成
し

各
現
場
に
展
開

し
て
い
る
﹂
と
こ
ろ
だ

さ
ら
に
撮
影
写

真
を
台
帳
に
整
理
す
る

自
動
仕
分
け


の
標
準
化
も
進
め
て
お
り

﹁
工
事
写
真

を
格
納
す
る
フ

ル
ダ
構
成
も
標
準
化
し

た
い

写
真
管
理
ソ
フ
ト
に
制
約
が
あ
る

の
で

限
ら
れ
た
階
層
を
ど
の
よ
う
に
分

類
す
る
か
支
援
室
の
担
当
者
が
作
業
所
に

提
案
し
な
が
ら
す
り
あ
わ
せ
て
い
る
﹂
と

明
か
す


　
分
業
化
に
よ
る
新
た
な
手
法
と

従
来

の
ア
ナ
ロ
グ
手
法
と
の
比
較
も
　

行

て

い
る

﹁
支
援
室
の
担
当
者
が
実
際
に
現

場
に
入
り

２
つ
の
業
務
を
同
時
に
行


た
結
果

撮
影
か
ら
写
真
整
理
ま
で
工
事

黒
板
に
か
か
わ
る
一
連
の
時
間
を
３
割
削

減
で
き
た

さ
ら
に
黒
板
デ

タ
を
支
援

室
に
て
事
前
に
作
成
す
る
こ
と
で
５
割
の

効
率
化
を
実
現
し
た

き
ち
ん
と
検
証
し

た
結
果
だ
か
ら
こ
そ

電
子
小
黒
板
を
多

く
の
現
場
に
広
め
た
い
﹂と
力
を
込
め
る


　
労
働
基
準
法
が
改
正
し


年
か
ら
建

設
業
界
で
も
　

残
業
時
間
の
上
限
規
制
が

始
ま
る

人
手
不
足
が
進
む
中

こ
れ
ま

で
と
同
じ
よ
う
な
人
数
で
生
産
性
を
高
め

る
こ
と
は
建
設
業
の
至
上
命
題
と
い
え

る


　
﹁
建
設
業
の
繁
忙
期
を
乗
り
超
え
る
た

め
に
設
置
さ
れ
た
現
場
支
援
室
だ
が

今

は
会
社
の
﹃
働
き
方
改
革
﹄
を
推
進
す
る

部
署
に
シ
フ
ト
し
て
い
る

電
子
小
黒
板

は
現
場
の
働
き
方
改
革
を
実
現
で
き
る
有

力
な
ツ

ル
の
た
め

作
業
所
の
生
産
性

向
上
の
た
め
に
広
げ
て
い
き
た
い
﹂
と
意

気
込
む


　建設業界の働き方改革を実現する有力なツールとして電子小黒板が急速に普及し、工事黒板のデジタル化が進んだこ

とで、さらなる有効活用に向けたノウハウが蓄積されている。黒板データの作成・撮影・写真整理の一連の業務をさら

に高度化させるため、工事黒板に関する業務の〝分業化〟に取り組むゼネコンが増えてきた。働き方改革を加速させる

最前線の活用方策として、電子小黒板の分業化の実例を紹介する。

現場支援室が電子小黒板のデータを作成する分業体制を構築した



小
黒
板
情
報
を
新
技
術
へ
適
用
拡
大

は
じ
め
に

﹁
ｉ
｜
Ｃ
ｏ
ｎ
ｓ
ｔ
ｒ
ｕ
ｃ

　

ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
﹂の
推
進
　
　

土
木
工
事
に
お
け
る
小
黒
板

の
電
子
化
の
取
り
組
み
　
　

今
後
の
展
望

時
間
短
縮
作
業
効
率
化
を
実
現

寄　稿　　　　電子小黒板導入から３年目の展開（土木）
国土交通省大臣官房技術調査課　工事監視官　佐藤　重孝

データ信憑性、見やすさで発注者にメリット
寄　稿　国土交通省　大臣官房官庁営繕部整備課　施設評価室　企画専門官　宮内　徹

従
来
の
方
法

電
子
小
黒
板

⇩

電
子
小
黒
板
に
即
し
て
写
真
撮
影
要
領
を
改
訂
　
　

保全工事が多い夜間にＬＥＤライトで対応
寄　稿　首都高速道路株式会社　技術部　技術企画課　課長代理　田中　大介

光
量
不
足
補
い
利
用
促
進

アプリ活用法をマニュアルに記載

住宅局の長期優良住宅化リフォーム推進事業

発注者の取り組み
年代別技能労働者数　　　　　　　　　

小黒板情報の電子化（例）

「ｉConstruction」生産性向上の概念

　
わ
が
国
の
人
口
は

２
０
０
８
年
の
約
１

億
２
８
０
０
万
人
を
ピ

ク
に
減
少
に
転
じ

る
と
と
も
に

少
子
・
高
齢
化
が
進
ん
で
お

り

建
設
現
場
に
働
く
技
能
労
働
者
に
お
け

る
年
代
別
の
労
働
者
数
︵
図
｜
１
︶
に
も
顕

著
に
あ
ら
わ
れ
て
い
ま
す


　
建
設
現
場
で
働
い
て
い
る
技
能
労
働
者

︵
平
成

年
時
点
︶
の
う
ち

約
４
分
の
１

の

万
人
余
り
の
方
が

歳
以
上
で
あ
り


今
後

年
間
で
離
職
す
る
可
能
性
が
高
い
こ

と
が
想
定
さ
れ
ま
す

一
方
で


歳
以
下

の
若
手
の
割
合
は
約
１
割
の

万
人
程
度
と

な

て
い
る
の
が
現
状
で
あ
り

今
後

建

設
現
場
を
支
え
て
い
く
た
め
に
も

担
い
手

の
確
保
は
喫
緊
の
課
題
と
な

て
い
ま
す


　
今
後

労
働
者
数
の
減
少
が
想
定
さ
れ
る

中

こ
れ
ま
で
よ
り
少
な
い
人
数
と
少
な
い

工
事
日
数
で

従
前
と
同
等
ま
た
は
同
等
以

上
の
仕
事
量
を
実
施
す
る
た
め
に

建
設
現

場
の
生
産
性
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
と
し

て
﹁
ｉ
｜
Ｃ
ｏ
ｎ
ｓ
ｔ
ｒ
ｕ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
﹂

︵
図
｜
２
︶
を
推
進
し
て
い
ま
す

建
設
現

場
に
お
い
て
省
力
化
・
効
率
化
を
図
り

新

た
な
技
術
を
取
り
入
れ
て
作
業
環
境
の
改
善

を
図
る
こ
と
が

休
日
の
確
保
な
ど
働
き
方

改
革
や
担
い
手
の
確
保
に
繋
が
る
も
の
と
期

待
さ
れ
て
い
ま
す


　
土
木
工
事
に
お
け
る
工
事
写
真
に
つ
い
て

は

工
事
目
的
物
の
出
来
形
や
品
質
の
確
保

を
目
的
と
し
て

各
施
工
段
階
に
応
じ
た
施

工
管
理
の
手
段
と
し
て

施
工
状
況

出
来

形
寸
法

品
質
管
理
状
況

材
料
確
認
等
を

撮
影
し

工
事
写
真
と
し

て
記
録
に
残
し

完
成
検

査
時
等
に
お
け
る
重
要
な

書
類
と
し
て
﹁
写
真
管
理

基
準
︵
案
︶
﹂
に
基
づ
き

管
理
さ
れ
て
い
ま
す


　
し
か
し

工
事
関
係
書

類
の
簡
素
化
へ
の
要
望
が

多
く

工
事
写
真
に
つ
い

て
も
簡
素
化
や
電
子
化
の

促
進
が
現
場
技
術
者
等
の

労
働
時
間
短
縮
に
も
つ
な

が
る
こ
と
か
ら

改
善
が

必
要
不
可
欠
な
状
況
と
な


て
い
ま
す


　
こ
れ
ま
で
の
工
事
写
真
に
お
け
る
小
黒
板

は

目
的
に
応
じ
た
被
写
体
と
一
緒
に
写
し

込
む
こ
と
を
基
準
と
し
て
お
り

現
場
で
の

黒
板
情
報
の
書
き
込
み
作
業
や

黒
板
を
持

つ
手
元
︵
作
業
員
︶
を
確
保
す
る
必
要
が
あ

る
な
ど

効
率
化
の
観
点
か
ら
は
改
善
の
余

地
が
十
分
に
あ

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す


　
こ
れ
に
対
し
て

小
黒
板
情
報
の
電
子
化

に
つ
い
て
は

ソ
フ
ト
ウ

ア
や
ア
プ
リ
ケ


シ

ン
を
機
器
に
備
え

記
載
情
報
を
電

子
的
記
入
︵
図
｜
３
︶
に
す
る
こ
と
に
よ
り

書
き
込
み
作
業
の
省
略
と
手
元
︵
作
業
員
︶

を
不
要
に
す
る
こ
と
に
よ
り

工
事
写
真
管

理
に
お
け
る
省
力
化
と
作
業
時
間
の
大
幅
な

短
縮
が
可
能
と
な
り
現
場
作
業
の
効
率
化
が

図
ら
れ
ま
す


　
デ
ジ
タ
ル
工
事
写
真
に
お
け
る
小
黒
板
情

報
の
電
子
化
に
つ
い
て
は

一
昨
年
度
よ
り

土
木
工
事
へ
の
適
用
を
本
格
的
に
開
始
し


確
実
に
導
入
が
進
ん
で
い
ま
す

先
進
的
に

導
入
し
た
結
果
の
効
果
に
つ
い
て
も

大
幅

な
時
間
短
縮
や
写
真
管
理
ソ
フ
ト
と
の
連
携

等
に
よ
る
作
業
の
効
率
化
が
図
ら
れ
て
い
ま

す


　
﹁
写
真
管
理
基
準
︵
案
︶
﹂
の
改
定
に
よ

り

今
年
度
か
ら
写
真
に
加
え
映
像
が
認
め

ら
れ
た
こ
と
へ
の
対
応
や
遠
隔
地
で
の
現
場

臨
場
に
タ
ブ
レ

ト
等
の
利
用
な
ど
新
た
な

技
術
開
発
等
に
も
小
黒
板
の
電
子
化
の
適
用

拡
大
が
図
ら
れ
る
よ
う
注
視
し
な
が
ら
さ
ら

な
る
効
率
化
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
り
ま

す


　
ま
た

土
木
工
事
の
み
な
ら
ず

他
分
野

で
の
適
用
拡
大
や

自
治
体
な
ど
国
土
交
通

省
以
外
の
工
事
へ
の
普
及
促
進
を
図
る
と
と

も
に

今
後
は
工
事
完
成
図
書
の
電
子
納
品

シ
ス
テ
ム
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
な
ど
と
連
携

し
建
設
現
場
の
生
産
性
向
上
は
も
と
よ
り


現
場
環
境
の
改
善
等
に
よ
り

働
き
方
改
革

に
資
す
る
取
り
組
み
と
し
て
活
用
の
促
進
を

図
る
も
の
と
し
て
お
り
ま
す


ＬＥＤライトの有無による違い

各
地
方
整
備
局
等
で
勉
強
会
を
開
催

営
繕

部
職
員

工
事
受
注
業
者
が
参
加
し

電
子

小
黒
板
の
活
用
方
法
を
習
得

　首都高速道路（株）では、国土交通省のデジタ
ル工事写真の小黒板情報電子化の動向を踏まえ、
年５月に、デジタル工事写真の小黒板情報電
子化の試行について、建設１件、保全３件の合計
４件の工事を対象に行いました。試行した結果、
現場からは①高所作業時に黒板を持ち歩かなくて
良くなり、飛散の心配がなくなった②雨に濡れる
ことで黒板の文字が不明瞭になることが無くなっ
た③現場で黒板を書き換える必要がなくなり、時
短が図られた④電子小黒板に対応する写真整理ソ
フトを使うことで、写真整理の効率化が図られた
等の意見が寄せられました。一方、スマートフォ
ン・タブレットによる撮影だと、夜間では場合に
よってはフラッシュ機能を使用しても鮮明に映ら
ないといった課題も寄せられました。この試行結
果を踏まえ、一部課題はあるものの電子小黒板の
導入について大きな課題は少ないと評価し、年
７月に電子納品等運用ガイドラインの付属資料で
ある土木工事記録写真撮影要領において電子小黒
板の利用を可能とする改訂を行いました。

　一部課題として残っていた夜間撮影について
は、首都高の保全工事が夜間に実施されることが
多いことから、解決を図ることで、首都高におけ
る電子小黒板の普及を促進することができると考
えました。そこで、撮影時の光量不足を補う対策
として、撮影機器に装着可能なＬＥＤライトを用
意することで、一部現場にて再度試行を行い、使
用感、映り方の検証を行いました。その結果、大き
くて重い等の使用感に改善の余地を残すものの、
映り方は改善された結果を得たところです。
　現在、電子小黒板対応のデジタルカメラが発売
されたことや、従来の撮影機器として使用してい
るスマートフォンに装着可能なＬＥＤライトが発
売となってきており、使用感に対する課題は、こ
のような機器を使用することである程度解決がで
きるものと思われます。
　今後はこれらの機器を使った試行を行い、現場
での意見を踏まえつつ、生産性向上に向けて、電
子小黒板がさらに普及するよう機器選定のための
調査や技術開発を進めていく予定です。

　

黒
板
を
持
つ
補
助
員
が
必
要
で
あ
る
上


　

文
字
も
読
み
に
く
い

　

黒
板
を
持
つ
補
助
員
が
不
要

詳
細
な

　

情
報
の
記
録
が
可
能
と
な
る

　電子小黒板は、現場写真撮影の手間だけではな
く、工事写真の整理及び報告書作成の手間も削減
できるため、建設現場の業務の効率化の推進に向
け、その導入の促進が期待されます。
　官庁営繕部では、年に直轄営繕工事でも電
子小黒板が受注者提案で活用可能となるよう、各
地方整備局等に対して運用に関する通知「デジタ
ル工事写真の小黒板情報電子化について」（平成
年３月１日付け、国営整第号）を行い、
年度に発注手続きを行った新営工事３件において
電子小黒板の活用の試行を実施するとともに、各
地方整備局営繕部等で受注者、発注者双方が参加
するデジタル工事写真の小黒板情報電子化に関す
る勉強会を開催しました。
　今年度においては、昨年６月に「未来投資戦略
」が閣議決定され、iConstructionを建築分
野にも拡大する政府方針が示されたことを受け、
営繕工事において生産性向上技術の活用をさらに
拡大することとし、４月以降に工事発注手続きを
開始したすべての営繕工事を対象に、電子小黒板
を活用することとしています。
　それに先立ち、年３月には『営繕工事写真撮
影要領』を電子小黒板の利用に即した内容になる
よう改訂しました。工事写真は原則デジタル写真
とし、禁止している写真の編集において、「デジ
タル工事写真の小黒板情報電子化について」に基
づく小黒板情報の電子的記入は工事写真の編集に
あたらないことを明記しました。
　電子小黒板を活用している現場からは、当初よ
り想定していました黒板の持ち手が不要となり省

力化が図れる、電子小黒板の情報が自動で台帳に
転記されるため台帳の作成時間が大幅に短縮でき
る等の業務の効率化に関する効果のほか、「拡大
・望遠で撮影した部位と黒板とを同時に写すこと
ができる」「雨の日でも黒板の文字が消える心配
がない」「工事写真の撮り忘れが発生しにくい」
などの利点についても報告されています。また、
危険な場所で撮影や黒板を持つことが避けられる
といった、工事を行う上で非常に重要な安全性向
上にも寄与するものと考えられます。
　電子小黒板の活用は、発注者にとっても、改ざ
ん防止機能がついているためデータの信憑性が高
くなる、工事写真の文字が見やすく検査時に確認
がしやすくなる、黒板の書き換えを待たなく済む
ので現場の立会検査が効率的に行えるなど様々な
効果があると考えています。
　引き続き、現場環境等の撮影条件における課題
への対応方法の検討や省人化効果等の検証を行う
予定です。

　国土交通省住宅局は、年度長期優良住宅化リ
フォーム推進事業の補助金交付申請等マニュアル
に、電子小黒板の取り扱いを明文化した。昨年度は
同補助事業を活用して約，戸がリフォームを実
施している。電子小黒板の活用方法が正式にマニュ
アルに位置づけられたことで、民間のリフォーム工
事での利用が進むことが期待される。
　長期優良住宅化リフォーム推進事業は、長寿命化
に資する性能の向上を図るリフォーム事業等に対し
費用の一部を補助する。補助率は３分の１、上限額
は１戸当たり万から万円。三世代同居対応改
修工事は１戸当たり万円を上限に加算する。

　今年度から工事の完了実績報告に用いる工事写真
について、アプリを用いる場合の取り扱いをマニュ
アルに明記。日本建設情報総合センター（ＪＡＣＩ
Ｃ）研究開発部が主催する「デジタル工事写真の高
度化に関する協議会」にて「信憑性確認機能（改ざ
ん検知機能：ハッシュ値（ＳＨＡ））」を具備
したソフトウェアとして公表されているアプリを必
ず使用し、アプリ名とバージョンを様式に記入する。
ＪＡＣＩＣが公表したもの以外のアプリの使用は認
めない。
　４月に全国９都市で実施した事業者向け説明会で
も電子小黒板の取り扱いを説明した。
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